
６月１３日をもって、「石川緊急事態宣言」を解除します

今後、感染拡大のリバウンドを防止するためにも、
気を緩めることなく、感染防止対策を徹底し、
「生活の一部」として定着していくことが重要です

県民・事業者の皆様へのお願い

引き続き、「新しい生活様式の実践」、
「接触の回避」、「飛沫の防止」の徹底、
「ワクチンの接種」について、

ご協力をお願いいたします

６月１１日、ステージⅡ「感染拡大警報」⇒ ステージⅡ「感染拡大注意報」に移行



県境をまたぐ移動について

・県外からの不要不急の来県の自粛

・オンラインの活用なども検討

「県外の皆様」へのお願い

「県民・事業者の皆様」へのお願い

・県境をまたぐ不要不急の移動の自粛

・オンラインの活用なども検討



県民・事業者の皆様へのお願い ①
感染リスクが高まる「５つの場面」を避けてください

●飲酒の影響で気分が高揚すると同時に注意力が低下する。
また、聴覚が鈍麻し、大きな声になりやすい。

●特に敷居などで区切られている狭い空間に、
長時間、大人数が滞在すると、感染リスクが高まる。

●また、回し飲みや箸などの共用が
感染のリスクを高める。

飲食を伴う懇親会等

●長時間におよぶ飲食、接待を伴う飲食、深夜のはしご
酒では、短時間の食事に比べて、感染リスクが高まる。

●大人数、例えば５人以上の飲食では、大声になり飛沫
が飛びやすくなるため、感染リスクが高まる。

大人数や長時間におよぶ飲食

●マスクなしに近距離で会話をすることで、飛沫感染
やマイクロ飛沫感染での感染リスクが高まる。

●マスクなしでの感染例としては、昼カラオケなどでの
事例が確認されている。

●車やバスで移動する際の車中でも注意が必要。

マスクなしでの会話

場面① 場面②

場面③



県民・事業者の皆様へのお願い ①

●狭い空間での共同生活は、長時間にわたり閉鎖空間が
共有されるため、感染リスクが高まる。

●寮の部屋やトイレなどの共用部分での感染が疑われる
事例が報告されている。

狭い空間での共同生活

●仕事での休憩時間に入った時など、居場所が切り替わる
と、気の緩みや環境の変化により、感染リスクが高まる
ことがある。

●休憩室、喫煙所、更衣室での感染が疑われる事例が
確認されている。

居場所の切り替わり場面④ 場面⑤



県民・事業者の皆様へのお願い ②

日常生活

・三密(密閉、密集、密接)の回避、手洗い・マスク着用等感染防止対策の徹底

＜以下の対応をお願いします＞

・業種別ガイドラインの遵守
・職場における感染防止の取組(テレワークの活用、時差出勤、昼休みの時差
取得など人との接触を低減する取組)の徹底

事業者の取組

・収容定員の５０％又は５,０００人のいずれか大きい方を限度
(大声での歓声・声援等が想定されるものは５０％を限度）

イベント開催



いしかわ県民ワクチン接種センター
項 目 ６ 月 ７ 月 以 降

場 所 県産業展示館4号館

接種日時 原則、毎日接種を実施

時 期 ６/１８(金)～ ７/４(日)～本格運用

対 象 者

高齢者等 約３,０００人

・高齢者 約2,000人
（７市町から接種要請）

・医療従事者など 約1,000人

１９～２２歳の若年層
約４万８千人(R4.3.31現在)

予約方法
市町に予約又は

市町が対象者を選定
LINEで毎日24時間受付

6/24(木) 開始

市町と役割分担



◎ ６月１３日（日）まで臨時休園・休館している県有施設

（兼六園、いしかわ動物園、のとじま水族館、ふれあい昆虫館、

美術館、歴史博物館、音楽堂など）は、

６月１４日（月）から開園・開館する。
※ １４日（月）が休館日の施設は、１５日（火）から開館

県内市町への要請も解除する。

◎ 県主催イベントも、感染防止対策に万全を期して、

実施する。

県有施設の再開等について



「いしかわ新型コロナ対策認証制度」の概要

対象施設
飲食店

テイクアウト・デリバリー専門店、
接待を伴う飲食店を除く

宿泊施設

認証基準
国基準、業種別ガイドラインをベース
（５０項目）

業種別ガイドライン、先行県基準をベース
（６９項目）

有効期間 １年間（期間中、抽出調査を実施するほか、利用者が県に通報できる仕組みを導入）

認証書認証ステッカー【申請受付期間】
（第1次）6月14日（月）～7月9日（金）
⇒ 集中申請期間とし、宣言店等に対し申請を働きかけ

順次、現地確認・認証を進める

認証店を対象とした需要喚起策（インセンティブ）
（いしかわGoToイートプレミアム、県民向け県内旅行応援事業）


